
中
山
晋
平
の
新
民
謡 

(

一)—

須
坂
小
唄 

大
月 

和
彦 

信
州
中
野
市
出
身
の
作
曲
家
中
山
晋
平
は
、
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
「
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
の
唄
」

「
波
浮
の
港
」
「
東
京
音
頭
」
な
ど
の
流
行
歌
や
童
謡
を
作
り
つ
づ
け
た
。
生
涯
に
三
千
曲
に
及
ぶ
歌

を
世
に
送
り
、
日
本
の
フ
ォ
ス
タ
ー
と
称
さ
れ
て
い
る
。 

一
八
才
で
上
京
し
た
晋
平
は
、
島
村
抱
月
家
の
書
生
を
し
な
が
ら
東
京
音
楽
学
校
を
卒
業
、
作
曲

生
活
に
入
っ
た
。
抱
月
の
依
頼
で
作
曲
し
た
劇
中
歌
「
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
の
唄
」
が
ヒ
ッ
ト
し
、
以
後

「
ゴ
ン
ド
ラ
の
唄
」
「
鉾
を
お
さ
め
て
」
な
ど
の
名
曲
を
送
り
だ
し
た
。 

晋
平
は
、
鈴
木
三
重
吉
ら
が
大
正
中
期
に
始
め
た
童
謡
運
動
に
も
加
わ
り
、
「
証
城
寺
の
狸
囃
子

」
「
シ
ャ
ボ
ン
玉
」
「
肩
た
た
き
」
な
ど
を
残
し
て
い
る
。 

さ
ら
に
、
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
民
謡
を
と
い
う
西
条
八
十
ら
の
新
民
謡
運
動
に
参
加
し
、
古
く
か

ら
伝
わ
る
民
謡
と
は
違
う
新
し
い
歌
謡―

小
唄
・
音
頭
を
作
っ
た
。
地
域
の
特
長
を
採
り
入
れ
た
ご

当
地
ソ
ン
グ
の
新
民
謡
は
、
全
国
的
に
広
が
り
、
盆
踊
り
や
舞
踊
大
会
な
ど
地
域
に
親
し
ま
れ
て
い

た
。
新
民
謡
の
第
一
作
「
船
頭
小
唄
」
（
野
口
雨
情
作
詞
）
の
哀
調
溢
れ
る
メ
ロ
デ
ィ
ー
は
、
関
東 

大
震
災
や
昭
和
恐
慌
な
ど
暗
い
世
相
を
反
映
し
た
歌
と
し
て
好
評
だ
っ
た
。 

 

関
東
大
震
災
の
前
年
に
、
故
郷
に
近
い
信
州
須
坂
町
の
製
糸
工
場
か
ら
依
頼
さ
れ
て
「
須
坂
小
唄

」
を
作
っ
た
。
当
時
全
国
的
に
起
こ
っ
て
い
た
労
働
運
動—

特
に
社
会
の
関
心
が
集
ま
っ
て
い
た
製

糸
工
場
の
労
働
争
議
へ
の
工
場
側
の
対
応―

労
使
協
調
の
路
線
に
沿
っ
た
も
の
ら
し
い
。
晋
平
は
野

口
雨
情
と
須
坂
の
製
糸
工
場
を
見
学
し
、
そ
こ
で
働
く
女
性
た
ち
が
気
軽
に
口
ず
さ
め
る
歌
を
、
と

作
っ
た
と
い
う
。
機
械
音
、
カ
ッ
タ
カ
ッ
タ
と
い
う
リ
ズ
ム
を
刻
む
音
が
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
る
。 

山
の
上
か
ら
チ
ョ
イ
と
出
た
お
月 

誰
を
待
つ
の
か
待
た
れ
る
か 

ヤ 

カ
ッ
タ
カ
タ
ノ
タ 

ソ
リ
ャ 

カ
ッ
タ
カ
タ
ノ
タ 

震
災
の
年
一
二
月
、
帝
国
ホ
テ
ル
で
「
須
坂
小
唄
」
と
童
謡
「
テ
ル
テ
ル
坊
主
」
の
発
表
会
が
開

か
れ
た
。
ピ
ア
ノ
伴
奏
が
晋
平
、
歌
は
佐
藤
千
夜
子
、
藤
間
静
枝
の
振
り
付
け
に
よ
る
「
須
坂
小
唄

」
は
、
感
銘
を
与
え
た
と
い
う
。
翌
大
正
一
三
年
地
元
須
坂
で
の
発
表
会
は
、
ラ
ジ
オ
で
全
国
放
送

さ
れ
て
好
評
だ
っ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 


